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 よみがえる理想郷
梅ヶ瀬詩人  日高誠實

祝 富士山世界文化遺産登録十周年記念
 千 葉 県 生 誕 百 五 十 年 記 念 事 業

主催：忍野富士山アートピア実行委員会、 養老渓谷梅ヶ瀬大福山GSL実行委員会



２０１３年６月２２日





御来光の道 レイライン

一宮



レイライン 東の起点 一宮



「清水ノ次郎長」

三保の松原や清水湊と市原市鶴舞

中房総ゴールデンレイライン





「伏谷如水ト清水次郎長ノ碑」建立除幕

平成１３年２月２３日 鶴舞公民館



伏谷如水５代目・髙石鶴子 清水の次郎長７代目・服部千恵子



養老渓谷
チバニアン



養老川 田淵

チバニアンゴールデンスパィク設置
令和４年５月２１日





養老川流域 田淵 地磁気逆転地層 天然記念物チバ二アン 2020.01.17（長野県木曽町）







産地 梅ヶ瀬層
産地 万田野層



富士山 寳林寺





小湊鉄道・養老渓谷駅

いちはら・養老渓谷 信仰と文化の源泉



いちはら観光大使 寳林寺住職 千葉公慈さん







駿
河
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出
身   

冨
士
山
寳
林
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開
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冨
士
山
寳
林
寺
歴
代
報
恩
碑



南総里見八犬伝・伏姫のモデルは寶林寺の種姫

ふさひめ



「八犬伝」は江戸時代に書かれた物語で、戦国武将・房総里見氏
をそのモデルとしていますが、史実ではありません。八犬伝は全
部で１０６冊もあるとても長いお話です。書いた人は曲亭（滝
沢）馬琴（１７６７～１８４８）です。
八犬伝には里見のお姫様の伏姫、犬の八房などが登場しますが、

悪者や恐ろしい妖怪から里見を守る八人の「八犬士」が血湧き肉
躍る大活躍をします。



失明した馬琴は口述し、長男の嫁、路女に代筆させた。



戦
国
時
代
の
房
総
の
雄
、
里
見
義
尭
公
の
長
女
、
里
見
種
姫
は
大

多
喜
城
主
、
正
木
大
膳
亮
時
茂
の
長
男
、
正
木
大
太
郎
（
郡
誌
に
は

太
郎
、
位
牌
は
久
太
郎
）
に
嫁
し
た
。

永
禄
七
年
一
月
八
日
、
大
太
郎
は
第
二
次
国
府
台
合
戦
で
戦
死
。

時
に
二
十
五
歳
、
種
姫
は
二
十
二
歳
。
悲
し
み
の
あ
ま
り
姫
は
尼

僧
と
な
り
、
安
房
白
浜
に
種
林
寺
を
創
建
し
、
後
に
当
地
に
至
り

尼
住
居
を
草
庵
。

永
禄
七
年
八
月
、
朝
生
原
の
字
坊
山
に
寶
林
寺
を
開
基
し
、
亡

夫
の
冥
福
を
祈
っ
た
と
い
う
。
開
山
と
な
る
初
代
住
職
は
、
駿
河

の
国
よ
り
来
山
さ
れ
た
鳳
岊
壽
陽
大
和
尚
。

天
正
十
七
年
六
月
十
五
日
、
種
姫
四
十
八
歳
で
病
死
。
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大太郎が第二次国府台合戦で戦死したその時、種姫
はまだ２２歳でした。亡き夫の冥福を祈るため、この
本堂でお経をあげながら、寝泊まりの生活は、あちら
の山にあった洞窟で過ごされたようです。その洞窟跡
に昔はコウモリが沢山いて不気味な場所でしたが、残
念ながら当時の洞窟は昭和４５年の水害によって崩落
してしまい、今はその跡地があるだけになりました。

種姫は存命中に、いったん安房白浜へ移ったことがあ
り、この寶林寺の姉妹寺になる種林寺を白浜に建立しま
すが、すぐにこの養老渓谷へ戻り、天正１７年６月１５
日、織田信長が亡くなって、豊臣秀吉によって天下統一
がすすむ頃、４８歳の生涯を終えたのです。まさに戦国
の世に生まれ、戦国の世とともに波瀾万丈の生涯を生き
抜いた悲運のお姫様といえます。

ふさひめ
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林
寺
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ふさ姫が住んでいた洞穴跡は昭和４５年の
大雨で土砂が崩落し、塞がってしまった。



里見種姫の墓



 富士山周辺と中房総を結ぶ大文化祭 養老渓谷

養老渓谷

鶴 舞

三保の松原





白鳥神社宮司 「お祓い」











忍野・富士山アートピア









日高誠實詩画展 2023・08・18（令和５年）















51

大
福
山
に
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り
、
永
住
の
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持
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の
で
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か
。
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市原市・養老渓
谷

大和（奈良）の月ヶ瀬にちなんで東海一の名所にしたいと

何故 「梅ヶ瀬」と命名したか
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（
梅
ヶ
瀬
に
入
り
、
漢
詩
十
首
を
詠
み
、
関
係
者
に
配
布
し
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そ
の
序
文
）
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日
高
誠
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に
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、
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に
配
布
し
た
。
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東金市福俵 本福寺の柳渓の碑

安川柳渓

（
東
金
が
生
ん
だ
文
人

安
川
柳
渓

城
西
国
際
大
学
水
田
美
術
館

図
録
）



明
治
二
十
二
年
旧
暦
三
月
九
日
入
山 

、
十
日
余

り
で
梅
ヶ
瀬
の
十 

二
勝
を
描
い
た
と
い
わ
れ
る
。
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70部分拡大
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誠實の俳句
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２０２３（令和５年） ９月２３日 会場・寳林寺

参照 「房総の仙客 日高誠實」 渡辺茂男著
写真 忍野富士山アートピア実行委員会
DVD  鶴舞藩を知る会・梅ヶ瀬会  塚原 茂
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